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令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

　

令
和
四
年
に
入
り
す
で
に
三
カ
月
の
時

が
過
ぎ
ま
し
た
。
驚
異
の
感
染
力
を
持
つ

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
六
波
は
、
新
規

感
染
者
数
の
減
少
傾
向
は
緩
や
か
な
も
の

の
減
少
の
兆
し
が
見
え
て
き
て
、
三
月

二
十
一
日
を
も
っ
て
ま
ん
延
防
止
重
点
措

置
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、

引
き
続
き
、「
手
洗
い
・
う
が
い
・
消
毒
・

マ
ス
ク
」「
三
密
を
避
け
る
」
な
ど
コ
ロ
ナ

対
策
を
十
分
に
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
日
、

区
役
所
で
聞
い
た
話
で
す
が
、
墨
田
区
は

三
月
中
旬
時
点
で
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
者
が
高
齢
者
で
ほ
ぼ
八
割
、
全
世
代
で

も
五
割
の
高
い
水
準
で
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
百
％
感
染
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
感
染

し
に
く
い
、
重
症
化
し
に
く
い
と
い
っ
た

効
果
は
数
字
に
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
三
回
目
の
接
種
が
ま
だ
の
方
は
、

是
非
と
も
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
行
事
予
定
で
す
が
、

大
き
な
も
の
で
は
飛
木
稲
荷
神
社
の
お
祭

り
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
四
年
に
一
度

の
神
幸
大
祭
に
当
た
り
、
九
月
八
日
か
ら

十
一
日
の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
先
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
神
社
総
代
会
で
は
、
十

日
の
鳳
輦
の
渡
御
は
行
う
方
向
で
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
お
神
輿
を
出
し
て
「
氏
子

町
会
勢
揃
い
」
を
や
る
か
ど
う
か
は
、
五

月
の
下
谷
神
社
、
三
社
祭
な
ど
上
野
浅
草

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

の
夏
祭
り
、
六
月
の
白
髭
神
社
、
高
木
神

社
、
長
浦
神
社
の
旧
寺
島
村
の
例
大
祭
の

動
向
を
見
て
か
ら
決
め
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
行
事
で
は
、
隅
田
川
花
火
大

会
は
、
四
月
の
実
行
委
員
会
で
決
定
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
す
み
だ
ま
つ
り
、

こ
ど
も
ま
つ
り
は
十
月
一
日
、
二
日
に
錦

糸
公
園
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
運
動
、
火
災

予
防
運
動
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
警
察
署
、

消
防
署
と
連
携
し
て
行
う
事
業
は
、
大
々

的
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
範
囲
で

協
力
し
て
い
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
完
全
に
世
の
中
か
ら
な
く
す
こ
と

は
難
し
そ
う
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

効
果
と
飲
み
薬
が
承
認
さ
れ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば
、
活
気
が
取
り
戻

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
う

し
ば
ら
く
の
辛
抱
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
の
東
武
線
工
事
に
目
を
移
す
と
、

東
武
鉄
道
の
高
架
化
工
事
も
大
分
進
ん
で

き
て
、
今
年
中
に
上
り
線
が
高
架
に
な
り
、

踏
切
は
下
り
線
の
み
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
。
一
車
線
で
も
減
る
と
踏
切
の
待
ち
時

間
は
ぐ
ん
と
短
く
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で

楽
し
み
で
す
。
ち
な
み
に
、
全
部
の
工
事

が
終
わ
っ
て
踏
切
が
な
く
な
る
の
は
、
令

和
七
年
三
月
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
時
に
宮
城
、

福
島
で
震
度
六
強
の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。

墨
田
区
で
も
震
度
四
を
観
測
し
、
停
電
が

あ
り
ま
し
た
。
墨
田
区
か
ら
、
自
宅
で
で

き
る
地
震
対
策
と
し
て
、
今
一
度
、
確
認

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
お

【

総

務

部

長

】

大
橋
　
祥
子
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日
ま
し
に
春
め
い
て
く
る
こ
の
ご
ろ 

町
会
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
衰
え

る
気
配
も
無
く
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
も

進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
気
を
緩

め
ず
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

三
月
十
六
日
（
水
）
夜
十
一
年
前
を
思

い
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
大
き
な
地
震
が

有
り
ま
し
た
。
停
電
に
も
な
り
不
安
な
時

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？
普

段
か
ら
備
蓄
品
等
の
点
検
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

町
会
総
務
と
し
て
は
特
に
無
く
通
常
の

回
覧
物
配
布
の
お
願
い
ぐ
ら
い
で
す
。
年

度
末
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
決
め
ご
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
町
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
、
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

知
ら
せ
し
ま
す
。

一　

備
蓄
品
の
確
認

　

食
料
は
最
低
で
も
三
日
分
の
備
蓄
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
簡
易

ト
イ
レ
や
電
源
類
な
ど
の
備
蓄
も
必
要
で

す
。

二　

室
内
の
安
全
確
認

　

家
具
類
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
転
倒
・
落
下
・

移
動
防
止
措
置
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
区

で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
等
の
取
付
け
支

援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

三　

避
難
場
所
の
確
認

　

区
が
発
行
し
て
い
る
防
災
マ
ッ
プ
で
避

難
場
所
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
、「
ま
た
か
」「
し
つ
こ
い
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
特
殊
詐

欺
の
注
意
で
恐
縮
で
す
。
警
察
官
、
銀
行

員
、
区
役
所
職
員
な
ど
に
成
り
す
ま
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
奪
い
取
っ
た
り
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の
手
口
で

す
。
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
以
下
の
言

葉
が
入
っ
て
い
た
ら
間
違
い
な
く
詐
欺
で

す
の
で
、
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
還
付

金
・
お
金
が
戻
る
」、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド・カ
ー
ド
」、「
暗
証
番
号
」
で
す
。
ま
た
、

詐
欺
に
は
、「
自
動
通
話
録
音
機
」
が
、「
こ

の
通
話
は
録
音
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
音
声

が
流
れ
る
と
相
手
が
電
話
を
切
っ
て
し
ま

う
の
で
、
撃
退
に
は
有
効
だ
と
の
こ
と
で

す
。
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
墨
田
区
役
所

か
ら
無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す
の
で
、
取
付

け
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
こ
そ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
打
ち
勝
っ
て
、
色
々
な
行
事
が

で
き
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
明
る
く
元

気
に
行
動
し
て
、
病
魔
を
吹
き
飛
ば
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

加
納
　
己
代
子

　

寒
さ
も
緩
み
本
格
的
な
春
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。子
供
会
で
は
卒
業
生
が
二
名
、

新
入
生
が
一
名
の
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
学
校
行
事
が
減
っ
た
中
、
子
供
達
に

と
っ
て
は
少
々
物
足
り
な
い
一
年
で
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
で
通
学
す
る

と
い
う
、
あ
た
り
前
の
日
常
を
送
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

卒
業
生
は
中
学
校
に
上
が
り
、
勉
強
も

多
く
な
り
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
悩
ん
だ

時
に
、
友
達
や
ご
家
族
、
見
守
っ
て
く
れ

た
地
域
の
人
が
い
た
な
ぁ
と
思
い
出
し
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

押上駅側には曳舟方駅舎ができ交通の便が改善され
ることが期待されます。また、浅草方面にも駅舎が
できる予定です。

　

最
後
に
卒
業
生
の
保
護
者
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
長
い
間
旗
当
番
を
し
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
生
、

新
入
生
、
お
子
様
の
晴
れ
の
姿
を
前
に
ご

家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
新
駅
舎
】

　

と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
新
駅
舎

デ
ザ
イ
ン
報
告
会
が
令
和
四
年
二
月
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
駅

舎
と
押
上
駅
が
一
体
的
に
な
り
、
地
元

住
民
に
と
っ
て
は
便
利
な
空
間
が
提
供
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
に
膨
ら
み
ま

す
。

　

と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
は
、

２
０
１
２
年
ま
で
長
ら
く
業
平
橋
と
い
う

駅
名
で
し
た
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

を
契
機
と
し
て
、
と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
駅
に
変
更
さ
れ
、
東
武
伊
勢
崎
線
は

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
と
い
う
路
線

に
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
よ
っ

て
、
ト
イ
レ
が
改
修
さ
れ
、
東
京
ソ
ラ

マ
チ
側
へ
の
改
札
や
大
型
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
新
た
に
設
置

さ
れ
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
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【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

三
一　

墨
田
ゆ
か
り
の
著
名
人

　

 

近
代
文
学
の
文
豪
幸
田
露
伴

　

墨
田
区
ゆ
か
り
の
文
人
、
近
代
文
学
の

礎
を
築
い
た
文
豪
「
幸
田
露
伴
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

幸こ
う
だ
ろ
は
ん

田
露
伴
（
一
八
六
七
―
一
九
四
七
）

は
、
文
化
の
向
上
発
展
に
目
覚
ま
し
い
功

績
を
あ
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
文
化
勲
章

の
第
一
回
受
賞
者
」
で
す
。
昭
和
一
二
年

（
一
九
三
七
）本
多
光
太
郎（
物
理
学
）・佐
々

木
信
綱
（
歌
人
）・
横
山
大
観
（
日
本
画
）

等
と
共
に
受
章
し
ま
し
た
。

　

露
伴
は
、
明
治
文
学
の
一
時
代
を
築
き
、

尾
崎
紅
葉
・
坪
内
逍
遥
・
森
鴎
外
等
と
共

に
近
代
文
学
を
発
展
さ
せ
、「
紅
露
逍
鴎
時

代
」
と
呼
ば
れ
、
墨
田
区
に
約
三
〇
年
間

住
み
、
数
多
く
の
多
く
の
作
品
を
発
表
し

活
躍
し
ま
し
た
。

　

露
伴
の
本
名
は
成し
げ
ゆ
き行
で
す
。
幕
臣
幸
田

成し
げ
の
ぶ延

の
四
男
と
し
て
、
台
東
区
下
谷
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

東
京
師
範
付
属
小
学
校
（
現
筑
波
大

付
属
小
学
校
）
卒
業
後
、
明
治
一
一
年

（
一
八
七
八
）
に
、
東
京
府
立
第
一
中
学
校

（
現
日
比
谷
高
校
）
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

経
済
的
な
理
由
か
ら
中
退
し
ま
し
た
。
向

学
心
に
燃
え
る
露
伴
は
、
図
書
館
に
通
い

勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
間
、
文
学
に
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俳
句
（
寄
稿
）

『
俳
句
』
を
四
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、 

理
科
大
の
狭
き
正
門
さ
く
ら
咲
く 

  

 

野
田
市
の
理
科
大
の
近
く
で
。

一
、
天
気
晴
郎
咲
い
た
桜
の
五
つ
六
つ 

 

 

錦
糸
公
園
で
少
し
早
か
っ
た
。

一
、
滑
空
の
燕
の
飛
翔
美
し
き

 

荒
川
の
土
手
を
歩
い
て
い
た
時
、
目
の
前
を
。

一
、 

旧
友
の
受
賞
記
念
や
春
の
宴

 

野
田
市
の
公
民
館
で
。

【

編

集

後

記

 

】

　

十
年
ひ
と
昔
と
言
う
が
、
今
年
の
五
月
で

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
十
周
年
を
迎
え
る
そ

う
で
、
押
上
の
変
貌
ぶ
り
に
は
驚
く
。

　

だ
が
、
来
年
は
怖
い
事
に
一
九
二
三
年
九

月
一
日
十
一
時
五
十
八
分
に
発
生
し
た
関
東

大
震
災
か
ら
百
年
を
迎
え
る
事
に
な
る
。

　

過
去
に
も
東
京
に
影
響
の
あ
っ
た
巨
大
地

震
は
江
戸
時
代
だ
け
で
も
、
一
六
〇
五
年
二

月
三
日
・
慶
長
地
震
、
一
七
〇
三
年
十
二
月

三
十
一
日
・
元
禄
地
震
、
一
七
〇
七
年
十
月

二
十
八
日
・
宝
永
地
震（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
）、

一
八
五
四
年
十
二
月
二
十
三
日
・
安
政
東
海

地
震
（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
）、
一
八
五
五
年

十
一
月
十
一
日
・
安
政
江
戸
地
震
と
、
ほ
ぼ

百
年
程
度
の
間
隔
で
発
生
し
て
い
る
。

　

最
近
も
東
北
を
震
源
地
に
し
た
地
震
が
発

生
し
た
が
、
深
刻
な
被
害
の
大
き
さ
を
テ
レ

ビ
な
ど
で
見
る
と
、
決
し
て
他
人
事
で
は
無

い
と
実
感
す
る
。
全
て
を
行
政
任
せ
で
は
無

理
だ
か
ら
、
日
頃
か
ら
地
域
を
守
る
町
会
の

果
た
す
役
割
も
重
大
に
な
っ
て
く
る
。

し
た
。
露
伴
が
岐
雲
園
に
住
ん
だ
の
は
わ

ず
か
一
年
ほ
ど
で
し
た
が
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
に
は
ふ
た
た
び
向
島
へ
と
戻

り
、
当
地
よ
り
ほ
ど
近
い
、
雨
宮
酒
店
の

隠
居
所
を
借
り
て
居
を
定
め
ま
し
た
。現
在
、

博
物
館
明
治
村
に
移
築
（
写
真
２
）
さ
れ

て
い
る
こ
の
家
で
は
、
の
ち
に
作
家
に
な

る
娘
の
幸
田
文あ
や

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

も
関
心
を
も
ち
ま
す
。優
れ
た
成
績
で
あ
っ

た
露
伴
は
、
官
費
で
逓
信
省
の
電
信
修
技

学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
技
師
と
し
て
電
電
公
社
（
現
Ｎ

Ｔ
Ｔ
）
に
入
社
、
し
か
し
文
学
を
諦
め
ら

れ
ず
、明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
退
職
し
、

こ
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

　

露
伴
が
住
ん
で
い
た
住
居
跡
（
現
在
の

東
向
島
一
―
九
）は「
露
伴
児
童
遊
園
」（
写

真
１
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
園
内
に
は
碑

が
あ
り
、
こ
の
地
に
居
を
構
え
た
経
緯
が
、

次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
蝸か

ぎ
ゅ
う
あ
ん

牛
庵
」
と
は
露
伴
の
家
の
こ
と
で
、

若
い
こ
ろ
か
ら
転
居
続
き
だ
っ
た
自
分
を
、

殻
を
背
負
っ
て
歩
く
か
た
つ
む
り
（
蝸
牛
）

に
喩
え
た
の
が
由
来
で
す
。
生
涯
に
わ
た
っ

て
用
い
ら
れ
た
庵あ
ん
ご
う号
で
、
特
定
の
建
物
を

指
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
区
別

の
た
め
に
し
ば
し
ば
地
名
を
冠
し
て
呼
ば

れ
ま
す
。

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）、
露
伴
は

み
ず
か
ら
の
設
計
で
家
を
新
築
し
、
当
地

に
移
り
住
み
ま
し
た
。
短
期
間
の
居
住
に

お
わ
っ
た
岐
雲
園
を
の
ぞ
け
ば
、
こ
こ
が

第
二
の
向
島
蝸
牛
庵
に
あ
た
り
ま
す
。
隣

に
は
割
烹
料
亭
「
雲
水
」
の
庭
が
広
が
る

す
ぐ
れ
た
環
境
で
、
中
国
明
代
の
「
靖
難

の
変
」
を
題
材
に
し
た
歴
史
小
説
「
運
命
」

幸田露伴旧居「蝸牛庵」愛知県犬山市の明治村に移築
（井上常一氏撮影）

　

新
駅
舎
は
、
言
問
通
り
側
と
押
上
駅

交
通
広
場
側
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
も
両
方
に
設
け

ら
れ
ま
す
。

　

新
駅
舎
の
工
事
は
周
辺
の
高
架
化
工

事
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
、
上
り
線

（
浅
草
方
面
）
下
り
線
（
曳
舟
方
面
）
の

順
に
段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
予
定
だ

　
『
幸
田
露
伴
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

三
代
に
わ
た
っ
て
、
小
説
を
は
じ
め
評
論

や
随
筆
、
詩
歌
、
考
証
研
究
な
ど
に
、
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
文
学
者
で
す
。
若
き

日
の
明
治
二
十
年
代
か
ら
「
風

ふ
う
り
ゅ
う
ぶ
つ

流
仏
」
や

「
五
重
塔
」
な
ど
の
名
作
を
次
々
に
発
表

し
、
尾
崎
紅
葉
と
共
に
「
紅
露
時
代
」
と

並
び
称
さ
れ
ま
し
た
。
向
島
に
は
じ
め
て

住
ん
だ
の
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

の
こ
と
で
、
現
在
の
白
鬚
橋
近
く
に
い
た

父
母
や
兄
が
隅
田
川
対
岸
の
橋
場
へ
と
転

居
し
た
の
に
と
も
な
い
、
そ
の
あ
と
に

入
っ
た
の
で
す
。
岐
雲
園
と
称
さ
れ
る
こ

の
家
は
、
も
と
幕
末
の
外
国
奉
行
だ
っ
た

岩
瀨
忠た
だ
な
り震
が
建
て
た
も
の
で
、
汐
入
り
の

池
や
梨
畑
の
あ
る
広
い
庭
を
持
っ
て
い
ま

を
は
じ
め
、「
幽ゆ
う
じ
ょ
う
き

情
記
」
や
「
望ぼ
う
じ
ゅ
き

樹
記
」
と

い
っ
た
代
表
作
を
い
く
つ
も
執
筆
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
家
で
少
女
時
代
を
す
ご
し
た
幸
田

文
（
注
）
は
、
当
時
の
様
子
を
「
み
そ
っ
か

す
」
や
「
糞ふ
ん
ど土
の
墻か
き

」
に
美
し
く
描
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
井

戸
水
が
濁
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）、
一
家
は
十
六
年

あ
ま
り
を
す
ご
し
た
こ
の
地
を
離
れ
、
小
石

川
に
移
転
し
て
い
っ
た
の
で
す
。』

　

露
伴
と
言
え
ば
、
私
の
母
校
都
立
墨
田
川

高
校
の
卒
業
生
は
直
ぐ
に
校
歌
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。

　

母
校
の
大
先
輩
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
特

に
昭
和
史
に
詳
し
か
っ
た
作
家
の
半
藤
一
利

さ
ん
は
著
書
『
隅
田
川
の
向
う
側
』
の
中
で

次
の
様
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
『
幸
田
露
伴
と
言
え
ば
、
誰
し
も
が
『
五
重

塔
』
を
想
起
す
る
だ
ろ
う
が
、
私
に
は
在
学

し
た
府
立
七
中
（
現 

墨
田
川
高
校
）
の
校
歌

が
い
ち
ば
ん
だ
。
甲
子
園
に
出
る
機
会
が
こ

の
高
校
に
は
万
に
一
つ
に
も
な
い
ら
し
い
の

が
心
残
り
。
い
ち
ど
満
天
下
に
聞
か
し
て
や

り
た
い
。』

　

校
歌
は
四
番
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
冒
頭
の

一
番
の
歌
詞
の
み
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

『
隅
田
の
川
は　

吾
が
師
な
り

 

日
夜
を
せ
か
ず　

お
こ
た
ら
ず

流
れ
て
や
ま
ぬ　

何
十
里 

 

汪
々
と
し
て　

海
に
入
る
』

墨
田
で
学
ぶ
子
供
た
ち
皆
に
伝
え
た
い
歌
詞

だ
と
思
う
の
で
す
が
・
・
・
。

（
作
曲
は
東
京
芸
大
教
授
の
弘
田
竜
太
郎
で
す
）

　
<

注>

幸
田
文
は
露
伴
の
二
女
。
随
筆
家
・
小

説
家
で
、娘
（
露
伴
の
曾
孫
）
の
青
木
玉
も
随
筆
家
、

孫（
露
伴
の
曾
孫
）の
青
木
奈
緒
は
エ
ッ
セ
イ
ス
ト・

作
家
。
幸
田
家
は
四
代
続
く
文
学
者
一
族
で
す
。

     

注 

と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
新
駅
舎
は
墨
田
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
転
載

隅田公園、墨堤通りの桜が満開
になりましたので鑑賞されては
如何でしょうか

露伴児童遊園（露伴住居跡）
場所は、鳩の街通りを北上、堤通り手前 2本

目の道を右折、100m先の左側
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